
基礎の基礎 単位の意味、素材や構造、これらは、フネを理解する
うえで最初に知っておくべき事柄です。どんなフネを
選ぶにしても、まずはここから確認しておきましょう。

　現時点で、最も容易に、最も多くの
情報を入手できるであろう情報源がイ
ンターネットです。ただし、その膨大な
情報は玉石混交、多岐亡羊。一歩間
違うと、とんでもない誤情報や捏造に
よる情報をつかまされることにもなりか
ねません。また、情報のコピーが容易
に可能なことから、次 と々情報のコピ
ーが繰り返されるうちに、情報理論そ
のままのエントロピーの増大、つまり、

「話に尾ひれがついた」状態になって
いることも多々あり、情報の真偽を見き
わめにくいケースも少なくありません。
　とはいえ、そういったリスクさえしっ
かりと認識していれば、これほ
ど便利な情報源はありません。
大いに活用したいところです。

＊
　インターネットを利用してフネ
の情報を入手したいと考えるな
らば、英語に対する苦手意識
をまず捨てましょう。英語で書
かれた WEB サイトの内容のす
べてを理解する必要はありませ
ん。英語の WEB サイトに対し
てなんとなく苦手意識があり、
WEB サイトを開きたくない、と
いった意識があるならば、それをなく
しましょう、というだけの話です。
　国際的なシェアを持つボートビルダー
のほとんどは、世界各国からそこにアク
セスしてくるであろう方々のために、必ず

（といっていいでしょう）、英語でもその
WEBサイトを表示できるようにしていま
す。前述したように、英語が苦手な人も
いるとは思いますが、ものは考えようで
す。たとえば、英語とスウェーデン語なら、
まだ英語の方が分かる部分もあるでしょ
う。それに、最近の WEB サイトは写
真や図版を豊富に使うものが多くなって
いますから、そこから得られる情報も少
なからずあるはずです。もっとも、写真
や図版の増加はインターネット上の通信
量の増大につながるため、必ずしも歓
迎すべきものとも言い切れなかったりす
る部分はありますが。

＊

　インターネットで調べられるものは少
なくありませんが、多くの人が最初に考
えるのは、フネそのものやマリンエン
ジンのことかと思います。
　安全確実な情報ソースは、やはりボ
ートビルダー（この「ボートビルダー」を

「エンジンメーカー」や「艤装品メーカー」
と読み替えても同様。 以下同） の
WEB サイトでしょう。国産にしても、
輸入にしても、ほとんどのボートビルダ
ーは WEB サイトを用意しています。
　もし、調べたいものが輸入モノで、
それでもいきなり海外のボートビルダー
の WEB サイトへ行くのに抵抗がある

ならば、その輸入元などの WEB サイ
トを探しましょう。日本のボート雑誌の
問い合わせ欄に記されるアドレスは輸
入元や販売元ですから、むしろその方
が簡単かもしれません。通常、輸入元
などの WEB サイトは日本語です。
　ただ、輸入元や販売元の WEB サイ
トには、一部詳細についての表示をビ
ルダーのWEB サイトへのリンクとしてい
るものもありますから、そういった場合
には結局、ビルダーの WEB サイトを閲
覧するのと同じことにはなります。

＊
　インターネット・マガジンといった形
式で、ボート雑誌のインターネット版の
ようなかたちで記事を掲載している
WEB サイトも少なくありません。なか
には、フネの紹介をストリーミングのビ
デオで行っているところもあり、そうい
ったところでは、そのアーカイブの中か

ら特定のフネを検索し、そのフネの航
走状態を動画で見ることなどもできます

（要登録だったりはしますが）。
　また、そういった WEB サイトへ対抗
する意味もあるのでしょうか、海外の有
名ボート雑誌の WEB サイトには、雑誌
に掲載した記事をアーカイブとして用意
し、検索、閲覧できるようになっている
ところもあり、過去の記事や、その記事
で掲載された写真、速度や燃費の計測
結果などを見ることができます。
　舵社の WEB サイトをはじめとした日
本のボート雑誌社の WEB サイトも、も
ちろんありますが、残念なことに、まだ

海外のものほど徹底したアーカ
イブ化を行っているところはあ
りません。それでも、舵社の
WEB サイトでは、舵誌とボー
ト倶楽部誌のバックナンバーの
目次を閲覧できるようにしてあ
りますから、過去に掲載された
モデルの記事などを探す場合
の参考にしていただけるでしょ
う。

＊
　詳しいスペックや説明よりも、
とにかくそのフネが走っている

ところを見たいということであれば、
You Tube などの動画サイトで、そのフ
ネの名前を入力して検索してみることを
お奨めします。
　もちろん、圧倒的に海外のモデルの
ほうが多いのですが、意外に国産最新
モデルなどの動画もアップされています
し、エンジン音なども聞くことが可能
な動画も少なくありません。
　フネのユーザー自身がアップした動
画などでは、実際の使い勝手なども見
ることが出来るでしょう。
　日本にも国内向けのボート関連ポー
タルサイトに類するものはありますが、
海外には、ボート関連の業界ニュース
に特化したものや、特定の分野のビル
ダーへのリンクを集めたもの、エンジン
のスペック集のようなものなど、非常に
多くのタイプのものがあり、その数も半
端なものではありません。
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